
JP  2020-63474  A   2020.4.23

(57)【要約】

【課題】　アルミニウム切粉に付着した切削油および水

分を除去または分解するためのキルンを設けることなく

、したがってキルンに投入するエネルギーを不要にした

うえで、高純度のアルミニウムをリサイクルできる処理

装置を提供する。

【解決手段】　アルミニウム溶解炉と、前記アルミニウ

ム溶解炉の上部に設けられた、筒状のサイクロン本体と

、前記サイクロン本体内に切削油および水分が付着した

アルミニウム切粉を気体とともに流入させる流入口と、

前記サイクロン本体内から前記アルミニウム切粉を含ま

ない気体を流出させる流出口とを有するサイクロンユニ

ットとを含むアルミニウム切粉の処理装置。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 と 、

　 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 の 上 部 に 設 け ら れ た 、 筒 状 の サ イ ク ロ ン 本 体 と 、 前 記 サ イ ク ロ

ン 本 体 内 に 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 気 体 と と も に 流 入 さ せ る 流 入

口 と 、 前 記 サ イ ク ロ ン 本 体 内 か ら 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 含 ま な い 気 体 を 流 出 さ せ る 流 出

口 と を 有 す る サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト と

を 含 む ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト は さ ら に 、 そ の 内 部 に 水 を 噴 霧 す る ノ ズ ル を 有 す る 、 請 求 項 １

に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 で 溶 解 し た ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 上 方 に 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し

た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 気 体 と と も に 旋 回 さ せ な が ら 流 入 さ せ 、 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 前

記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 表 面 に 散 布 さ せ る 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 上 方 に 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 気 体

と と も に 旋 回 さ せ な が ら 流 入 さ せ る 際 に 、 そ の 内 部 に 水 を 噴 霧 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ア

ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 お よ び 処 理 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム の 加 工 に お い て は 切 粉 が 発 生 す る た め 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 か ら 純 度 の 高 い

ア ル ミ ニ ウ ム を リ サ イ ク ル す る こ と が 行 わ れ て い る 。 従 来 の ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置

お よ び 処 理 方 法 と し て は 以 下 の よ う な も の が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 切 粉 に 混 入 す る 切 削 油 を 遠 心 力 に よ り 取 り 除 く 切 削 油 分

離 手 段 と 、 該 切 削 油 分 離 手 段 の 搬 送 方 向 下 手 側 に 配 設 さ れ 、 か つ ア ル ミ ニ ウ ム に 混 入 し た

磁 性 粉 を 磁 気 的 に 取 り 除 く 第 １ の 磁 性 粉 除 去 手 段 と 、 該 第 １ の 磁 性 粉 除 去 手 段 の 下 手 側 に

配 設 さ れ 、 か つ 熱 風 導 入 手 段 を 備 え た 回 転 可 能 な 乾 燥 手 段 と 、 該 乾 燥 手 段 の 下 手 側 に 配 設

さ れ 、 か つ ア ル ミ ニ ウ ム の 切 粉 か ら 残 存 す る 磁 性 粉 を 磁 気 的 に 取 り 除 く 第 ２ の 磁 性 粉 除 去

手 段 と を 備 え た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 処 理 装 置 を 開 示 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 ２ は 、 水 分 と 油 分 と を 含 む ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 等 の 原 料 を 投 入 し て 所 定 の 温 度 に

加 熱 し な が ら 搬 送 し 、 熱 分 解 に よ り 生 成 し た 水 蒸 気 と 油 蒸 気 と 炭 化 水 素 系 ガ ス と を 含 む 熱

分 解 気 体 お よ び 熱 処 理 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 排 出 す る 熱 分 解 炉 と 、 こ の 熱 分 解 炉 の 前

段 に 配 設 さ れ 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 等 を 搬 送 し て 投 入 す る 原 料 搬 送 投 入 手 段 と 、 前 記 熱 分

解 炉 の 後 段 に 配 設 さ れ 熱 処 理 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 排 出 し か つ 前 記 熱 分 解 気 体 を ブ ロ

ア に よ り 吸 引 し そ の 一 部 を 液 化 お よ び 水 溶 解 処 理 し て 排 出 す る 処 理 物 排 出 手 段 と を 備 え た

ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 等 の 処 理 装 置 の 運 転 方 法 に お い て 、 前 記 熱 分 解 処 理 の 際 、 熱 分 解 炉 に 不

活 性 ガ ス を 導 入 し 、 か つ 前 記 ブ ロ ア の 気 体 吸 引 力 に よ り 、 前 記 熱 分 解 炉 内 の ゲ ー ジ 圧 力 を

略 大 気 圧 も し く は 大 気 圧 よ り 小 と す る 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 等 の 処 理 装 置 の 運 転 方 法 を 開 示

し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ３ １ ５ ６ １ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ３ ０ ２ ９ ６ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し 、 従 来 の 装 置 お よ び 方 法 で は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 乾 燥 手 段 や ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉

に 付 着 し た 油 分 の 熱 分 解 炉 と し て 、 た と え ば キ ル ン を 設 け る こ と が 必 須 で あ り 、 キ ル ン に

エ ネ ル ギ ー を 投 入 す る こ と も 必 要 に な っ て い た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 に 付 着 し た 切 削 油 お よ び 水 分 を 除 去 ま た は 分 解 す る

た め の キ ル ン を 設 け る こ と な く 、 し た が っ て キ ル ン に 投 入 す る エ ネ ル ギ ー を 不 要 に し た う

え で 、 高 純 度 の ア ル ミ ニ ウ ム を リ サ イ ク ル で き る 処 理 装 置 お よ び 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と

で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 と 、 前 記 ア

ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 の 上 部 に 設 け ら れ た 、 筒 状 の サ イ ク ロ ン 本 体 と 、 前 記 サ イ ク ロ ン 本 体 内

に 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 気 体 と と も に 流 入 さ せ る 流 入 口 と 、 前

記 サ イ ク ロ ン 本 体 内 か ら 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 含 ま な い 気 体 を 流 出 さ せ る 流 出 口 と を 有

す る サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト と を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 他 の 態 様 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 方 法 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 で 溶 解 し

た ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 上 方 に 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 気 体 と と

も に 旋 回 さ せ な が ら 流 入 さ せ 、 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 表 面 に 散

布 さ せ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る 装 置 で は 、 従 来 の 装 置 で 必 要 と さ れ て い た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 乾 燥 手 段 や

ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 に 付 着 し た 油 分 の 熱 分 解 炉 、 た と え ば キ ル ン が 不 要 に な り 、 装 置 構 成 を

簡 素 化 で き る う え に 、 キ ル ン に 投 入 さ れ て い た エ ネ ル ギ ー も 節 約 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 の 一 例 を 示 す 断 面 図 。

【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 の 変 形 例 を 示 す 斜 視 図 。

【 図 ４ 】 実 験 例 ３ Ａ で 作 製 し た 被 検 体 の 断 面 写 真 。

【 図 ５ 】 実 験 例 ３ Ｂ で 作 製 し た 被 検 体 の 断 面 写 真 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 　

　 本 発 明 者 ら は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を リ サ イ ク ル す る 際 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 乾 燥 さ せ

て 切 削 油 お よ び 水 分 を 低 減 す る 必 要 は な く 、 む し ろ 少 量 の 水 分 が 付 着 し て い た 方 が 良 好 な

結 果 が 得 ら れ る 可 能 性 が あ る こ と を 見 出 し た 。 す な わ ち 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 上 で ア ル ミ ニ

ウ ム 切 粉 が 高 熱 に さ ら さ れ た と き に ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 に 付 着 し た 切 削 油 お よ び 水 分 か ら 炭

化 水 素 お よ び 水 素 が 発 生 し 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 酸 化 を 防 止 で き る の で 、 再 生 さ れ る ア ル ミ ニ

ウ ム の 品 質 の 向 上 に 寄 与 し う る こ と を 見 出 し た 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 一 方 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 に ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 投 入 す る 際 に 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着

し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 が 急 激 に ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 に 接 触 す る と 、 水 蒸 気 爆 発 に 類 似 し た 現

象 が 生 じ て 火 災 が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 こ の 問 題 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を ア ル ミ ニ ウ ム

溶 湯 上 に 穏 や か に 散 布 す る こ と が で き れ ば 避 け ら れ る 。 本 発 明 で は 、 そ の た め の １ つ の 手

10

20

30

40

50



(4) JP  2020-63474  A   2020.4.23

段 と し て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 の 上 部 に サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト を 設 け 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の

上 方 に 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 気 体 と と も に 旋 回 さ せ な が ら 流 入

さ せ 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 表 面 に 穏 や か に 散 布 さ せ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 １ の 一

例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ に お い て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 １ ０ 内 に ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 Ａ Ｌ が 収 容 さ れ る 。 ア ル

ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 １ ０ 内 で ア ル ミ ニ ウ ム を 溶 解 さ せ る 熱 源 と し て は 、 た と え ば バ ー ナ ー １ １

で 燃 焼 さ れ る プ ロ パ ン ガ ス の 燃 焼 熱 が 用 い ら れ る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 １ ０ の 上 部 に サ イ

ク ロ ン ユ ニ ッ ト ２ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 筒 状 の サ イ ク ロ ン 本

体 ２ １ の 内 側 に 筒 状 の ダ ク ト ２ ２ を 設 け た 構 造 を 有 す る 。 ダ ク ト ２ ２ の 上 方 に は 、 ダ ク ト

２ ２ 内 部 の 気 体 を 加 熱 す る よ う に ヒ ー タ ー ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ に

は 、 サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ 内 に 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 Ｃ を 気 体 と と

も に 流 入 さ せ る 流 入 口 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ダ ク ト ２ ２ の 上 部 に は 、 サ イ ク ロ ン 本 体 ２

１ 内 か ら ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 Ｃ を 含 ま な い 気 体 を 流 出 さ せ る 流 出 口 ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。

サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ に は 、 そ の 内 部 に 水 を 噴 霧 す る た め の ノ ズ ル ２ ６ を 設 け て も よ い 。 ダ

ク ト ２ ２ の 頂 部 に は 、 ガ ス 抜 き 用 の 安 全 弁 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 流 入 口 ２ ４ の 前 段 に は

、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 Ｃ を 供 給 す る た め の ホ ッ パ ー ３ ０ が 設 け

ら れ て い る 。 流 出 口 ２ ５ に は ブ ロ ワ ー ４ ０ が 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 １ ０ で ア ル ミ ニ ウ ム を 溶 解 し た の ち 、 ホ ッ パ ー ３ ０ か ら 切 削 油 お よ

び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 Ｃ を 供 給 し 、 ブ ロ ワ ー ４ ０ を 作 動 さ せ る と 、 切 削 油 お

よ び 水 分 が 付 着 し た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 が 空 気 と と も に 流 入 口 ２ ４ か ら 筒 状 の サ イ ク ロ ン 本

体 ２ １ の 接 線 方 向 に 沿 っ て 流 入 す る 。 サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ 内 に 供 給 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 切

粉 Ｃ は サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ 内 で 旋 回 渦 流 と な っ て 流 れ る 気 体 と と も に 運 動 す る が 、 や が て

重 力 の 作 用 に よ り ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 Ａ Ｌ 上 に 穏 や か に 散 布 さ れ る 。 こ の た め 、 従 来 問 題 に

な っ て い た 、 水 蒸 気 爆 発 に 類 似 し た 現 象 に よ る 火 災 の 発 生 を 避 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 に 付 着 し た 切 削 油 お よ び 水 分 が ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 に 近 づ く と 、

こ れ ら は 蒸 発 し 、 か つ 溶 湯 表 面 で 露 出 し た 清 浄 な ア ル ミ ニ ウ ム の 触 媒 作 用 を 受 け て 分 解 し

、 炭 化 水 素 お よ び 水 素 が 発 生 す る 。 ノ ズ ル ２ ６ か ら 水 を 噴 霧 し た 場 合 、 噴 霧 さ れ た 水 も 分

解 し て 、 水 素 が 発 生 す る 。 ノ ズ ル ２ ６ か ら 水 を 噴 霧 さ せ る 際 に 、 サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ 内 の

相 対 湿 度 は 、 ５ ％ 以 上 で あ れ ば よ い （ １ ０ ０ ％ を 含 む ） 。 こ う し て 発 生 し た 炭 化 水 素 お よ

び 水 素 は ア ル ミ ニ ウ ム の 酸 化 を 防 止 す る の に 寄 与 す る 。 発 生 し た ガ ス は 、 ダ ク ト ２ ２ 、 流

出 口 ２ ５ を 通 し て 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 に 係 る 装 置 で は 、 従 来 の 装 置 で 必 要 と さ れ て い た 乾 燥 手 段 や 熱 処 理

炉 と し て の キ ル ン が 不 要 に な り 、 装 置 構 成 を 簡 素 化 で き る う え に 、 キ ル ン に 投 入 さ れ て い

た エ ネ ル ギ ー も 節 約 で き る 。 ま た 、 発 生 し た 炭 化 水 素 や 水 素 を 回 収 す る こ と が で き れ ば 、

こ れ ら を 種 々 の 用 途 に 転 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 で は 、 サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト ２ ０ の 形 状 は 特 に

限 定 さ れ な い 。 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ の 全 体 が コ ー ン 形 状 を

有 し て い て も よ い 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ の 下 部 が コ ー ン 形 状 を

有 し て い て も よ い 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】
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　 実 験 例 １

　 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 に １ ０ ｋ ｇ の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ Ｃ ４ Ｃ Ｈ ） を 入 れ 、 ７

０ ０ ℃ で 溶 解 し た 。 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 の 上 方 に サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト を 設 置 し た 。 サ イ ク ロ

ン ユ ニ ッ ト の 流 出 口 に 出 力 ０ ． ７ ５ ｋ Ｗ の ブ ロ ア を 設 け た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ブ ロ ア を 運 転 し て 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ま ま の ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 ３ ０ ｇ を ア ル

ミ ニ ウ ム 溶 湯 表 面 に 散 布 し た 。 処 理 時 に 、 煙 が 発 生 し た が 、 高 品 質 の ア ル ミ ニ ウ ム を リ サ

イ ク ル す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 実 験 例 ２

　 ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 投 入 時 に 、 サ イ ク ロ ン 本 体 内 に ノ ズ ル か ら 水 を ミ ス ト 状 に 噴 霧 し た

以 外 は 、 実 験 例 １ と 同 様 に し て 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ま ま の ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 ３

０ ｇ を ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 表 面 に 散 布 し た 。 こ の と き 、 サ イ ク ロ ン 本 体 内 の 相 対 湿 度 は １ ０

０ ％ に 近 い と 考 え ら れ る 。 処 理 時 に 、 煙 が 発 生 す る こ と な く 、 高 品 質 の ア ル ミ ニ ウ ム を リ

サ イ ク ル す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 実 験 例 ３

　 実 験 例 ３ Ａ

　 本 発 明 の 方 法 で リ サ イ ク ル し た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 お よ び 従 来 技 術 の 方 法 で リ サ イ ク ル し

た ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 に つ い て 、 そ の 断 面 に お け る 介 在 物 の 状 態 を 画 像 解 析 す る こ と に よ っ

て 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 品 質 を 評 価 し た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 と し て Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ Ｄ Ｃ １ ２ を 用 い た 以 外 は 、 実 験 例 ２ と 同 様 に 、 ア ル

ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 で ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 溶 解 し 、 ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 上 に サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ

ト を 設 置 し 、 ブ ロ ア を 運 転 し て 、 切 削 油 お よ び 水 分 が 付 着 し た ま ま の ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を

ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 表 面 に 散 布 し た 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 を フ ィ ル タ ー 上 に 移 し 、 １ １ ０ 秒 の ろ 過 時 間 で ２ ． ０ １ ７ ｋ

ｇ の ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 を ろ 過 し た 。 フ ィ ル タ ー 上 で 溶 湯 の 残 部 を 凝 固 さ せ て 被 検 体 を 作 製

し 、 こ の 被 検 体 の 中 央 部 を 厚 さ 方 向 に 切 断 し た 。 図 ４ に 、 得 ら れ た 被 検 体 の 断 面 写 真 を 示

す 。 フ ィ ル タ ー 直 上 の 幅 １ ４ ． ０ ｍ ｍ 、 高 さ ０ ． ５ ｍ ｍ の 領 域 （ 面 積 ７ ｍ ｍ
２

） に お い て

、 Ｑ Ｉ Ｃ Ａ Ｍ （ Ｑ ｉ ｍ ａ ｇ ｉ ｎ ｇ 社 ） で 画 像 解 析 し て 上 記 領 域 に お け る 介 在 物 （ 酸 化 物 、

シ リ コ ン 及 び 金 属 間 化 合 物 ） の 面 積 比 率 を 求 め 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 １ ｋ ｇ 当 た り の 介 在 物

面 積 を 計 算 し た 。 そ の 結 果 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 １ ｋ ｇ 当 た り の 介 在 物 面 積 は 、 ０ ． ０ ２ ９

３ ｍ ｍ
２

／ ｋ ｇ で あ っ た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 実 験 例 ３ Ｂ

　 従 来 の 方 法 に 従 っ て 、 ロ ー タ リ ー キ ル ン で 乾 燥 さ せ た ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を ア ル ミ ニ ウ ム

溶 湯 表 面 に 散 布 し た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 実 験 例 ３ Ａ と 同 様 に 、 得 ら れ た ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 を フ ィ ル タ ー 上 に 移 し 、 １ ０ ５ 秒 の ろ

過 時 間 で ２ ． ０ ２ ７ ｋ ｇ の ア ル ミ ニ ウ ム 溶 湯 を ろ 過 し た 。 フ ィ ル タ ー 上 で 溶 湯 の 残 部 を 凝

固 さ せ て 被 検 体 を 作 製 し 、 こ の 被 検 体 の 中 央 部 を 厚 さ 方 向 に 切 断 し た 。 図 ５ に 、 得 ら れ た

被 検 体 の 断 面 写 真 を 示 す 。 実 験 例 ３ Ａ と 同 様 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 １ ｋ ｇ 当 た り の 介 在 物

面 積 を 計 算 し た 結 果 、 ０ ． ８ ３ ３ ２ ｍ ｍ
２

／ ｋ ｇ で あ っ た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 実 験 例 ３ Ａ と ３ Ｂ と の 対 比 か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 介 在 物 の 混 入 が 少 な い

高 品 質 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 そ の 他 の 実 験
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　 図 １ の 装 置 構 成 で 、 ダ ク ト ２ ２ の 上 端 に 内 部 の ガ ス を 回 収 す る ポ ー ト を 形 成 し て ガ ス 捕

集 袋 を 被 せ 、 実 験 例 １ ま た は ２ の よ う に し て ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 を 投 入 し た 直 後 に ガ ス 捕 集

袋 で 内 部 の ガ ス を 捕 集 し た 。 そ の 後 、 ガ ス 捕 集 袋 の 中 の ガ ス の 一 部 を シ リ ン ジ で 採 取 し 、

ボ ル カ ー マ ス （ 登 録 商 標 、 日 本 金 属 化 学 株 式 会 社 ） に よ り 質 量 分 析 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ の 結 果 、 実 験 例 １ お よ び ２ の い ず れ で も 、 水 素 お よ び 炭 化 水 素 の 発 生 を 確 認 で き た 。

ま た 、 実 験 例 ２ の よ う に サ イ ク ロ ン 本 体 内 に ノ ズ ル か ら 水 を ミ ス ト 状 に 噴 霧 し た 場 合 、 実

験 例 １ に 比 べ て 水 素 お よ び 炭 化 水 素 の 発 生 量 が 多 い こ と が わ か っ た 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 上 記 の よ う に 水 素 が 発 生 す る の で 、 ブ ロ ワ ー ４ ０ を 停 止 し た 場 合 な ど に 水 素 が 装 置 内 に

滞 留 す る こ と は 望 ま し く な い 。 こ の 点 を 考 慮 し て 、 ガ ス 抜 き 用 の 安 全 弁 ２ ７ を 設 け る こ と

に 加 え て 、 ダ ク ト ２ ２ の 頂 部 お よ び サ イ ク ロ ン 本 体 ２ １ の 頂 部 に 丸 み を つ け て 水 素 が 滞 留

し や す い 領 域 を な く し た り 、 流 出 口 ２ ５ を 上 向 き に 傾 斜 さ せ て 水 素 が 外 部 に 抜 け や す く し

た り す る よ う な 構 造 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す 装 置 に お い て も 、

同 様 な 構 造 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨 を 逸

脱 し な い 範 囲 で 種 々 に 変 形 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 各 実 施 形 態 は 適 宜 組 み 合 わ せ て

実 施 し て も よ く 、 そ の 場 合 組 み 合 わ せ た 効 果 が 得 ら れ る 。 更 に 、 上 記 実 施 形 態 に は 種 々 の

発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 か ら 選 択 さ れ た 組 み 合 わ せ に よ り 種 々 の

発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら い く つ か の 構 成 要 件 が

削 除 さ れ て も 、 課 題 が 解 決 で き 、 効 果 が 得 ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構

成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 １ … ア ル ミ ニ ウ ム 切 粉 の 処 理 装 置 、 １ ０ … ア ル ミ ニ ウ ム 溶 解 炉 、 １ １ … バ ー ナ ー 、 ２ ０

… サ イ ク ロ ン ユ ニ ッ ト 、 ２ １ … サ イ ク ロ ン 本 体 、 ２ ２ … ダ ク ト 、 ２ ３ … ヒ ー タ ー 、 ２ ４ …

流 入 口 、 ２ ５ … 流 出 口 、 ２ ６ … ノ ズ ル 、 ２ ７ … 安 全 弁 、 ３ ０ … ホ ッ パ ー 、 ４ ０ … ブ ロ ワ ー

。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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